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絵本第1刊
「よしはまおきらい物語」
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吉浜（よしはま）の集落は海に近い土地でした。（写真右下）
明治時代の大津波で集落は壊滅し山地の高台(写真左の高台）に移住した歴史があります。
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越喜来（おきらい）小学校は津波襲来で校舎の屋根ま
で浸水しました。

津波が去ったあとの校舎です。中にあった時計は
3時20分で停止しています。（2時45分に津波襲来）
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越喜来小学校の校長先生
から津波避難当時の様子
を説明いただきました。

技師団：2名
WASEND:6名



10

児童100名は、日頃の訓練に従って「地震

がきたら山に向かって避難する」という教
えによって、写真のような山道を歩き避難
しました。
津波襲来を山から見下ろし、どこまで
上がってくるのか不安だったそうです。
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絵本第２刊 「ぼくはひとりじゃない」
取材地 インドネシア・バンダアチェ市



第2刊の防災絵本「ぼくはひとりじゃない」は、インドネシアの津波被災地 バンダア
チェ市で被災した12歳の少年の悲劇を取材して絵本を作りました。

2004年に襲ったスマトラ島沖の大地震は、大きな津波によってインド洋周辺国にも
及ぶ未曽有の被害をもたらしました。
スマトラ島西端にあるバンダアチェ市は、津波が都市部を襲い7万人を超える犠牲
者が発生し、絵本の主人公ワフュー君は当時中学校に入り寄宿舎にいました。
先生の指導で高台に避難しましたが、避難場所にて9日間、津波で壊滅した市街地
を歩き回り、家族6人（両親と弟3名、妹1名）の安否を訪ねましたが、やっと叔父さん
に遭遇し家族が6名犠牲になったと知らされました。

その間の様子を取材、実話を絵本にしました。

現地調査・取材；技師団 2名、
WASEND 3名

バンダアチェ市
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ワフュー君の実家は海に近く低地でした。大きな
津波は一瞬にして家屋を破壊しました。
その壊滅した思い出の家を訪ねました。

取材と調査
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WAFYUさん と 家族(両親、弟2名、妹1名）
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津波襲来のバンダアチェの町
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